
年月日	 できごと	

平成 29年 4月〜	 		 浄水場候補地の選定。その後、６カ所（港湾テニスコート、古座間味旧ゴミ捨て場、

阿真チジ、阿真キャンプ場等）に絞られたらしい。	

							7 月 28 日	 県港湾課から『テニスコート場』は不可との回答がきたらしい。	

							12 月頃	 	 『阿真キャンプ場』の建設候補地の地権者と覚書を交わしたらしい。	

							12 月 25 日	 県企業局が『阿真地区においての調査設計業務委託』の入札を公告。	

平成 30 年 3月 14 日	 県企業局と村産業振興課が、阿真区長に浄水場建設候補地の説明。区長から公式には

区民への説明はなし。	

							4 月 4 日	 阿真区内で測量始まる。翌 5 日には、阿真キャンプ場の多目的広場（建設予定地）が

重機で整地され、測量される。区民が作業員に尋ね「海水淡水化施設建設のため」と

聞き、区長に区民への説明を求めるが、「県の事業だから協力すべき。説明は必要ない」

と区での説明会は開催されず。	

							4 月 10 日	 複数の区民から再三の説明要求を受け、区長が「事業への協力要請と、資料は公民館

で閲覧可」のお知らせを区民に配布。	

							4 月 11 日	 阿真区公民館で資料を開示（〜4 月 18 日まで）。閲覧したい区民は各自で鍵を借りて見

ることに。詳しいことは、5 月後半に県企業局が村民向けの説明会を開催するとのこと。

区民は、その説明会で候補地のいくつかが説明され、住民との意見交換もあるのだろ

うと心待ちにしていたが、説明会はなかなか開かれず。	

							6 月 15 日	 阿真区の掲示板に『浄水場住民説明会（6 月 18 日開催）』のお知らせが貼り出される。

座間味区は 6 月 12 日から掲示。この時点で、議員も各団体の長も村民のほとんどが、

浄水場建設について何も知らないことを知った阿真区民が急きょ詳しい資料を作り、

説明会当日直前まで、各団体の長などに説明して回る。村や環境省にも、阿真キャン

プ場での建設は避けてほしいと相談の文書を持って回るが、応じてもらえず。	

							6 月 18 日	 第 1 回『浄水場住民説明会』開催。すでに『阿真キャンプ場』で計画が進められてい

ることに参加者驚く。「事業は賛成だが、場所だけは見直してほしい」との声が次々と

上がり、住民も協力して新たな候補地を探すことに。企業局側も「みなさんの思いを

知ることができて良かった。強行はしない。住民の意見を聞きながら進める。」と約束

し、再検討されることになる。	

							6 月 19 日	 住民有志で、浄水場建設の代替地を探し始める。手分けして、ダム下流域の土地探し

と地権者との交渉。	

							6 月 29 日	 第 2 回『浄水場住民説明会（7 月 19 日開催）』のお知らせが掲示板に貼り出される。『阿

真地内に浄水場の建設を予定』との文字に、住民から「話が違う！阿真ありきで進め

るのでは?!」と不信感も高まるが、約束を信じて代替地探しを急ピッチで進める。	

							7 月 17 日	 住民で探した建設予定地の代替案を要望書にし、県企業局に持参して提案。しかし『阿

真キャンプ場』案で進める姿勢崩さず。説明会で改めて協議ということに。後日、同

様の要望書を用意し村役場へも相談したが、県の事業だからと受け取ってもらえず。	

							7 月 19 日	 第 2 回『浄水場住民説明会』予定が台風で延期。その時間を村と住民の意見交換会に

と申し出るが叶わず。琉球新報に記事掲載。翌 20 日沖縄タイムス掲載。説明会呼びか

け資料や新聞を見て問題視した住民や観光客が、SNS などでの情報共有や情報発信、署

名活動などが活発化する。座間味や自然を思うメッセージもどんどん寄せられる。	

							8 月 1 日	 第 2 回『浄水場住民説明会』開催。改めて代替案の提案も行ったが、企業局は『阿真

キャンプ場』で進める姿勢を崩さず、住民側は見直しを求め、3 時間以上に渡って議論

したが、企業局の強行する発言に、会は紛糾した。説明会終了後、住民がその場に残

って話し合いを行い、『座間味浄水場建設予定地の変更を求める会』を発足。県知事や

県議会へ陳情を行うことを決める。	

							8 月 2 日〜	 『予定地の変更を求める会』の体制を決め、メンバーで力を合わせ、陳情書を作成し

たり、署名やメッセージをまとめたり、情報収集に追われる。	

							8 月 5 日	 陳情書を県知事と県議会議長宛てに発送。土木環境委員の 12 議員にも発送。	

							8 月 7 日	 沖縄県議会の総務企画委員会が座間味島を視察。別件での視察だったが、会のメンバ

ーが港で出迎え、浄水場建設予定地の変更を求めて、陳情書を手渡し、直訴。その時

点で集まった 3000 以上の署名やメッセージなども見てもらい、関心を高めてくださっ

た県議が、急きょ、建設予定地の阿真キャンプ場や代替案のテニスコートなど現地視

察することに。現場で会のメンバーが説明（8/8、8/9 新報に記事掲載）。	

							8 月 9 日	 『座間味浄水場建設予定地の変更を求める会』の第 2 回集会（住民会議）を開催。	



	


